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第21回岐阜外科集談会演題
日時 昭和37年9月12日（水）午後5時30分
場所 岐阜医大附属病院 C講堂
I 血管腫を合併せる陸前庭痩性鎖』工症の
I 治験例
第2外科
三島敏雄・ 1ぎ；岡俊彦
排便［＇l;J.'1'.fを主訴とした生後6カ月の女子で正常紅門
部に相当せる川には血管腫に覆れた小指頭大の［重癌が
あってp 紅門はなく，腹口後部の前庭は異常に広くそ
こには直I易盲端部と交通せる痩孔があってP それから
は糞使の排出を認めた．
治療としては会陰式紅門造設術を行ひp 術後管理の
重要性に留意して正常の紅門機能を得るに至った 1例
を報告し，若干の文献的考察を加へた．
今 Postanal dimpleについて
岐阜医大第1外科
伊東達次
Postanal dimpleとは，日本の医蓄には記載がないの
でP 耳新しく思われるがp これは紅門の後方の正中線
上で，丁度＇ 1山骨と尾骨との連結部の皮膚に生じた陥
凹である.dimpleという字の様に，浅くて奮のような
ものもあれば3 深くて噴火口様の窪み，或は主主孔のよ
うに細いものもある． ドイツでは kongenitalerDer-
melsinusといわれているものである．
症例は4カ月の女子で，仙尾連結 Junctura sacra-
coccygeaの高さの正中線上に，関口部の比較的広し
l更が円錐形に狭くなった窪みを認めた．
Postanal dimpleの病原論p 及び毛巣JiltPilonidal 
sinusとの関係についてp若干の文献的考察を加えた．
あやまれる腎石症の子術例
泌尿器科
木村泰治郎・尾関信彦
症例は54才の婦人でp 左側腹部鈍痛を主訴としてい
る.36年7月右膏結石のため某医で，腎易リ除術を受け
たがp 間年9月頃より左側腹，＇； 1；に鈍痛あり本年5月本
院を訪れた．レ線単純撮影では左腎部に腎孟腎杯をみ
たす瑚瑚伏の結(j陰影を認めた．腎孟切石術を行い結
石を摘~~した．この症例法最初に今一層の泌尿器科的
検査とレ線的診断か，行われていたならばy この様な
困難な治家にそうぐ うしなくてすんだものと思オつれ
る．排f世性腎孟撮影法のみにより，左官瑚瑚状結石
陰影を腎孟腎杯像と誤札機能は良好であると考え，
右別に小豆大の結石陰影があり，頻回の耳r痛発作のた
め右腎刻出術を施行されたものと思われます．一般医
がp 充分腎孟像を読影せずに軽々 しく腎摘を行う傾向
があるのをいましめたいと思い本症例を報告した．
」 Pancoast氏腫疹J)1例
岐阜医大第2外科
鈴 仁晴雄・竹内克郎
症例， 54才の男子．既往症，家族歴には特記すべき
ものなし約5カ月前より右肩甲；＇j{:に符経痛様疹痛を
来たし， 3カ月前からは右肢禽及び右前腕尺骨側に広
がり．続いて右手のシピレ感と脱力を来たす．入院時
には右顔面の発汗減少を訴える．左右血圧差及びHo-
mer氏症候群は認めず，右鎖骨上！？平に腫癒を認め，右
肘関節より末檎にかけて運動知覚障害及び筋萎縮があ
り， E.M. G.で plexusbrachialisでの障害が疑われ，
レ線写真で右肺尖部の均一陰影と第7頚椎右横突起に
破裏像を見た.E重湯は右肺尖部より発生しplexusl:ra-
chialisを前上方に圧迫し，椎間孔への浸潤を認めた．
組織学的には漏平上皮癌であった．本疾患は文献上根
治手術成功例を見ないが， これは症状が特異なこと
じ解剖学的なことが関係しているがp 本民害、の誌識
とレ線f!illJ併用が大切である．
5. 虫垂炎を合併せる右側睦沼鎖を伴ふ分
離重複子宮による腹腔内出血の l例
木曾川病院外科
太田博造
婦人科
一輪重之
16才女子の右下腹部痛を伴ふ症例に，虫垂炎と診断
し，開腹手術を行い，カタノL性炎症を伴ふ虫垂を切除
した．この際p 手術野に壊痘性変化を伴ふ大網に蔽わ
れた卵管采より陳旧性の血液を混じた粘調な液体の瀦
溜を認め腹腔内及び内診所見より右測箆閉鎖を伴ふ分
自在重複子宮なる事を発見し3 閉鎖腔に小慾を作成し
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た．術後3カ月を経た現在，手術前に見られた月経時
疹痛は消失してP 順調な経過を辿っている．
虫垂炎は吾々が日常最も屡々経験する疾患であるが
婦人の場合には婦人科的疾患特に子宮附属器の疾壱、と
の鑑別に難渋を来す場合がある．本例の場合には虫垂
炎を合併して属たとは言えp 極めて稀ではあるが，本
症の知き婦人科的疾患、も ：~ J·~ に入れる必要がある様に
思う．
6.術後性充実性肺虚脱の症例
岐阜医大第1外科
広瀬光男・柴田正敏
症例（JJ, 44才，男性p 診断名p 豚頭癌．
PremedicationとしてP ノfントポンスコポラミン 0.6
ccを使用し， 笑L エーテルによる気管内麻酔を行
ひ，術後4日目，左下業の充実性肺虚脱を来した．術
後9 日目に略奪~の排出とともに左肺下野の陰影は消失
した．
症例（21,55才，男性，診断名，肝硬変，肝癌．
PremedicationとしてP オピスタン. !OOmg. ヒベル
ナ.50田g，フエノパール. 150略を行ひp 笑気にて導
入，低体混下に，サイクロプロベインによる気管内麻
酔p 試験開腹術を行った．
術後2日目，右肺の充実性肺虚脱を来した．パリダ
ーゼパツカルの投与により大量の熔苦笑とともに術後3
日目p 右肺陰影は消失した．
症例（2）は3 低体温麻酔が行ってあるがp 術後肺虚脱
との関係、については明かにし得なかった．
7. 十二指腸漬蕩穿孔に行った Catheter
Duodenostomyの l例
岐阜市民病院
米谷没・ 安江幸洋
患者は75才男子，現病歴p 6年前より毎年1.2回心
窓部痛，吐血等あり最近特にしばしば疹痛p 吐血を＇ f':
レ冶療中急に疹痛増強p 一般状態も悪化して来院．顔
面蒼白P 苦悶状で脈燦頻数，腹部やp 陥凹板状硬．十
二指腸潰疹穿孔後8時間で開腹， 幽門輪より約2.5cm
の十二指腸前壁小野側に小豆大の穿孔あり十二指腸穿
孔を含め胃切除を行う．穿孔部周閣に硬結あり炎症性
浮腫著明のため断端は一層の縫合のみよりかけ得ずp
老人でしかも一般状態悪るし早急に手術を終らねば
ならずp 術後縫合不全を恐jL，ネラトンJO号を十二指
腸内へ挿人，同時にl本の腹腔ドレーンを置いた．胃
の2/3切除後p 後結腸胃以内合を施行する．術後（':i-
theterよりの排液1日JOO～BOOccあり，術後25日で銭
管p 凄孔は約1週間で治癒p 術後6週間で全冶退院し
？二．
8.痔後注射療法による直腸狭窄の l治験例
岐阜医大第2外科
山村喬・高橋親彦
痔核注射療法によって起った直腸狭窄に対する手術
治験例につき報告した．
症例： 43才男子．主訴：排便困難，便任の狭小．
現病歴 4カ月前某医にて，痔核注射療法を 受け
た. 5日後に広門部激痛，血性膿ありその後，使佳
の狭小，排便困難となった．』工門内指診にて紅門輪よ
り約3cm口側に輪状狭窄を触れp 壁は疲涯を思わしめ
る弾性硬で，狭窄；出はネラトン氏カテーテル 5号を通
ずる位であった． 注腸透視にてP 約2～3cm幅の狭窄
を認めたが， その壁は比絞的平滑であった．手術は
Babcock-Baconの腹会陰合併術式を行いp 術後1カ月
で自発性排便可能となり， 6カ月後には若干紅門括約
筋緊張減弱を認めたがp 排便機能は正常に快復した．
腐蝕剤注射に対しては充分注意すべきであり， 又この
手術方法はp 良性狭窄に対しては推賞すべき方法であ
るので報告した．
9.糞石により直腸壁圧迫壊死は起I）得るか
羽島病院外科
河村雄一 ・浅井紀雄・伴敏英
62才，男子p 理髪師，約3年前より時折り腹痛，便
秘あり，市販の下期jにて軽快する．時には便堀を要し
た事もあり．入院当日，突然激烈な腹痛p 悪心， P（＆吐
を訴えて来院する．直ちに急性腹症として試験的開腹
術を施行するに小腸間膜根部に糞臭ある腫癒を発見
し，小腸間膜膿疹と診断する．開腹直後p 全身状態悪
化の為め膿疹の近くにゴムドレーンを挿入したのみで
手術を終る．術後経過不良℃4日目，腹部膨満強度と
なり死亡した． 病理解剖の結果， 巨大S字状結腸症が
既存しp このために便秘が続き結腸全体に糞塊，：）；充満
する様になり，この糞石で直腸壁が長期間の圧迫を受
け，貧血性壊死に陥り塁手孔して直腸穿孔性腹膜炎を起
したものと推測される．
10.宰丸腫疹の2例
県立岐阜病院
石山勝蔵・足立一郎
I) 39才農夫．右側セミノ←ム．リンパ節転作な し．
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2) 48才教員．右側崎形癌a 外腸骨’動脈周囲のリン
パ節に転移あり．
2例共p 後腹膜リンパ節を充分に清掃し，術後coso 
6,000rを照射し経過観察中．
11 頭皮類皮袋胞の症例
岐阜医大第1外科
馬場瑛逸・渡辺祥・佐々木 英
先天性類皮褒胞は卵巣，皐丸などにはしばしば発生
するが， 頭皮には稀にしか見られずp 本邦文献でもそ
の報告例は少い．先に本教室の和田らが2例報告して
いるが，最近我々も新たに2例を経験した．
第 l例は58才男子でF 学童期より右後頭部に無痛性
腫癒があり発育して手拳大となった．類皮褒胞の診断
の下に劉出しP 組織検査の結果類表皮褒胞であった．
第2例は15才男子で出生直後より左後頭部に無痛性
腫療があって別出し組織検査の結果類皮婆泡であっ
た．尚両例共腫癌下骨面に陥没を証明し＇ lf胞内容中
に毛髪を証明している．
頭皮類皮嚢胞の本邦報告例はp 本2例を含めて8例
を数えるに過ぎない．おおむね幼少期に発見されF 15 
～30才にて刻出手術を受けている．
12.幼児巨大水腎症の症例
岐阜医大泌尿器科
後藤薫・阿部 貞夫
磯貝和俊・木村秦次郎
症例 3才2カ月 男子
腹部膨隆を主訴としてp 昭和37年6月25日p 当科受
診す．腹部全体に著明な膨隆が見られp 特に左側に著
しい．腎孟内直接造影剤J注入により水腎症たる事を確
認しy しかる後p 経静脈性腎孟造影にて右腎の正常な
るを確認したる後p 左腎易U除術を施行す．
巨大水腎のためp 術中に腎穿刺を行ひ刻出す．創出
腎の重量は＇ 1280g，内容液は約’1180ccであった．術
後経過良好でp 術後11日目に退院す．症例報告にあわ
せもその統計的観察p 治療法p その成因に関する実
験的報告について文献的考察を行った．
